
第 8 回 アジ ア ソフト テニ ス 選 手 権 大 会 　 日 本 代 表 チ ーム第 8 回 アジ ア ソフト テニ ス 選 手 権 大 会 　 日 本 代 表 チ ーム第 8 回 アジ ア ソフト テニ ス 選 手 権 大 会 　 日 本 代 表 チ ーム
本年日本（千葉県）で以下日程で開催される第8回アジアソフトテニス選手権大会に日本代表として出場します。
皆様の熱い応援を御願いいたします！
競技日程（予定）
　11月	16日（水）	開会式
	 17日（木）	男女シングルス1日目

	 18日（金）	男女シングルス2日目
	 	 混合ダブルス

	 19日（土）	男女ダブルス
	 20日（日）	男女国別対抗・閉会式

日本代表男子 	 日本代表女子

	

氏　名 所属支部 所属団体
監　督 斉藤　広宣 千 葉 県 松戸市役所
コーチ 中堀　成生 広 島 県 ＮＴＴ西日本広島
トレーナー 川上　晃司 兵 庫 県 スポーツインテリジェンス
選　手 水澤　悠太 広 島 県 NTT西日本広島
選　手 長江　光一 広 島 県 NTT西日本広島
選　手 増田　健人 和歌山県 和歌山県庁
選　手 船水　颯人 日本学連 早稲田大学
選　手 船水　雄太 広 島 県 NTT西日本広島
選　手 髙月　拓磨 東 京 都 ヨネックス
選　手 小林　幸司 東 京 都 ミズノ
選　手 篠原　秀典 東 京 都 日体桜友会
選　手 上松　俊貴 岡 山 県 岡山理科大附属高校
選　手 桂　　拓也 和歌山県 和歌山県庁
選　手 丸山　海斗 日本学連 明治大学
選　手 内本　隆文 日本学連 早稲田大学

	

氏　名 所属支部 所属団体
監　督 田中　　弘 東 京 都 田中企画
コーチ 高川　経生 東 京 都 ヨネックス
トレーナー 吉川友巳奈 京 都 府 ゆらく接骨院
選　手 森田　奈緒 東 京 都 ヨネックス
選　手 神谷絵梨奈 東 京 都 ヨネックス
選　手 徳川　愛実 東 京 都 ヨネックス
選　手 平久保安純 日本学連 早稲田大学
選　手 中川　瑞貴 東 京 都 ナガセケンコー
選　手 森原　可奈 兵 庫 県 東芝姫路
選　手 柿崎あやの 東 京 都 ヨネックス
選　手 黑木瑠璃華 東 京 都 ヨネックス
選　手 杉脇麻侑子 日本学連 早稲田大学
選　手 佐々木聖花 日本学連 早稲田大学
選　手 深澤　昭恵 兵 庫 県 東芝姫路
選　手 泉谷　朋香 兵 庫 県 東芝姫路

大 会 結 果  （平成２8年４月～ 8月）大 会 結 果  （平成２8年４月～ 8月）大 会 結 果  （平成２8年４月～ 8月）
大会 種別 優勝 準優勝 3位 3位

第23回全日本シン
グルス選手権大会

男子 増田　健人（和歌山県庁） 長江　光一（NTT西日本広島）船水　雄太（NTT西日本広島）船水　颯人（早稲田大学）
女子 徳川　愛実（ヨネックス） 林田　リコ（文大杉並高校） 貝瀬　ほのか（和歌山信愛） 志牟田　智美（神戸松蔭女子学院大学）

男子第61回・女子60回
全日本実業団選手権大会

男子 NTT西日本広島 宇部興産A アキム 京都市役所
女子 ワタキューセイモア ナガセケンコー 東芝姫路 アドマテックス

第33回全日本
小学生選手権
大会

男子団体 埼玉県 新潟県 山梨県 和歌山県
女子団体 山形県A 富山県 岐阜県 千葉県
男子個人戦 菊山　太陽 三重	

津ジュニアクラブ
松本　椿 鳥取	

黒坂ジュニア
相澤　波月 埼玉	

わかくさ
源川　大遥 新潟	

見附市スポーツ少年団團野　佑紀 大田　優 黒坂　卓矢 清水　唯冬
女子個人戦 中野　莉子 兵庫	 上郡ジュニアクラブ 前田　梨緒 兵庫	

姫路ジュニアクラブ
高島　萌果 東京 稲城ジュニアクラブ 林　李々花 和歌山

美浜ジュニアクラブ松岡　琴美 生野ジュニアクラブ 望月　聖那 宗形　茉鈴 成瀬ジュニアクラブ 畑中　望来

第47回全国中
学校大会

男子団体 杉戸（埼玉） 二本松第一（福島） 上宮（大阪） 中能登（石川）
女子団体 山陽女子（岡山） 修大附鈴峯（広島） 稲城第三（東京） 取手第一（茨城）
男子個人戦 高木　智也 島根	

松江四
赤川　修太 大阪	

上宮
濵田　倫太朗 石川	

中能登
岡安　義貴 埼玉	

杉戸津田　知紀 山中　柊冴 端山　羅行 岡安　龍貴
女子個人戦 長谷川　憂華 岡山	

山陽女子
河村　笑花 岐阜	

坂祝
徳永　栞波 岡山	

山陽女子
竹和　華 群馬	

中之条立花　さくら 永田　玲奈 吉川　友菜 保科　知里

全日本高校選
手権大会

男子団体 東北（宮城） 岡崎城西（愛知） 高田商（奈良） 大分商（大分）
女子団体 文大杉並（東京） 和歌山信愛（和歌山） 高岡西（富山） 高田商（奈良）
男子個人戦 本倉　健太郎 岡山	

岡山理大附
山根　稔平 奈良	

高田商
溝端　亮二 奈良	

高田商
田邉　雅人 三重	

三重上松　俊貴 根本　大地 金子　大祐 内田　理久
女子個人戦 林田　リコ 東京	

文大杉並
宮下　真緒 東京	

文大杉並
中村　彩乃 東京	

文大杉並
貝瀬　ほのか 和歌山	

和歌山信愛宮下　こころ 上田　理央 吉原　花海 古田　麻友

全日本学生選
手権大会

男子団体 早稲田大学 日本体育 明治大学 同志社大学
女子団体 早稲田大学 関西大学 神戸松蔭女子学院大学 関西学院大学
男子ダブルス 船水　颯人 （早稲田大学）立木　雅也 （明治大学） 中平　慎吾 （明治大学） 西森　一貴 （同志社大学）吉川　純平 平井　裕之 米澤　要 真野　文暁
女子ダブルス 志牟田　智美 （神戸松蔭女子学院大学）笠井　佑樹 （日本体育大学）望月　友美佳 （明治大学） 那須　暁帆 （東京女子体育大学）地中　葵 尾上　胡桃 小谷　真由 徳田　杏菜
男子シングルス 船水　颯人（早稲田大学） 安藤　優作（早稲田大学） 塩田　顯（日本体育大学） 今田　瑞基（日本体育大学）
女子シングルス 平久保　安純（早稲田大学） 大森　優理（関西学院大学） 草野　絵美菜（早稲田大学） 大久保　京香（慶應義塾大学）

公益財団法人 日本ソフトテニス連盟
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平成27年度事業報告（平成27年4月1日～ 28年3月31日）

〔Ⅰ．ソフトテニスの普及振興事業〕
1.	 ソフトテニス競技規則等の制定事業
アンダーカットサービス禁止については国際に関しても
ルール改訂ではなく大会要項等で記載という方針で検討を
した。

2.	 全日本ソフトテニス選手権大会等開催
（1）国内競技会を大会実施要項に基づき実施した。

・国民体育大会について平成27年度の和歌山国体でシン
グルスを導入して、それにより参加数を増やすことが
できた。

①日本スポーツ振興センターの助成事業として、JOC
ジュニアオリンピックカップ大会／全日本ジュニア選
手権大会、天皇賜杯皇后賜杯全日本選手権大会、第8回
アジア選手権大会日本代表予選会に対し助成金をいた
だき実施した。

（2）大会の検討と大会運営の改善
①全日本選手権大会放送時間を60分から90分に延長がで
きたということは27年度の大きな目玉である。

②JOCジュニアオリンピックカップ／全日本ジュニア選
手権大会にシングルスだけでなくダブルス種別の追加
を行った。

③スポーツマスターズではアンケートを実施し検討に
入った所である。

④主催大会を主管している開催地の決算と運営状況等を
アンケート調査で把握し補正予算で開催地負担金を増
額した。

3.	 地域ソフトテニス大会支援
地区中学生選手権大会を今まで東京都をブロックとしてみ
ていたが、関東の中に組み入れて是正した。

4.	 加盟団体が行うソフトテニスの競技力向上と普及振興支援
①	ソフトテニス週間についてはちょっとマンネリ化してき
ているのではないかと監事からも指摘を受け、この事業に
ついて検討が必要になっている。
②	ソフトテニス愛好者増加対策は重要事業として推進して
おり、助成金は47支部から申請があり増加対策を推進して
いる所である。

5.	 ソフトテニスの広報活動
テレビ放映の充実としてNHKで15回連続放映が実現し、放
映時間も延長できた。
（1）	ソフトテニスのアピールと周知

ソフトテニスをアピールするための映画・漫画・指導教
本を製作し広報活動として展開した。また新たな広報活
動としてマスコットキャラクターとして製作した「そふ
てぃー」を中学生大会、小学生大会で活用させソフトテニ
スを広くアピールした。

6.	 ソフトテニスの表彰・顕彰
本部功労賞からよみうりスポーツ賞までの表彰を行った。

7.	 ソフトテニス技術等級・指導員資格認定に関する事業
昨年度と比較し若干認定数が増となっている。

8.	 ソフトテニスの審判員資格認定に関する事業
昨年度と比較し約2,000名認定者数が増となっている。また、
1級審判検定会・研修会は各ブロックの協力をいただき実施
した。
（1）	派遣審判についてはアジア選手権大会日本代表選手予選

会で派遣した。
9.	 ソフトテニス用具・用品、施設の公認
ディアドラジャパン㈱がシューズとして復帰、㈱ニューバラ
ンスジャパンがユニフォームで新規公認となったものであ
る。ラケット証紙は昨年度と比較し大幅増となったが、ネッ
ト証布が若干減となっている。

〔Ⅱ．ソフトテニスの競技力向上事業〕
1.	 ソフトテニスの競技力向上、医科学研究調査
（1）	競技力向上

1）	競技力向上として競技者育成プログラムを推進し、表
のとおりスポーツ振興センターくじ助成金の対象事業
として約50,000,000円の助成を受け実施した。Step-4は
拠点化事業助成対象最終年度の10年目として実施した。

2）	日本代表チーム、ナショナルチーム及びアンダーチー
ムの強化合宿を実施した。日本オリンピック委員会か
らの補助事業で約13,000,000円補助金をいただいて実施
した。

3）	競技力向上の海外遠征
	 第14回チャイナカップ、第1回モンゴルオープン国際大
会、第23回日･韓･中ジュニア交流競技会（ソフトテニ
ス）、コリアカップ、第15回世界ソフトテニス選手権大
会に役員・選手を派遣した。

（2）	医科学研究調査
色々な事を医科学部会で研究、対応した。

（3）	アンチ・ドーピング
何よりも啓発活動が重要だということで強化合宿あるい
は色々な場面で行っている。ドーピング検査は補助事業
として実施した。アジアカップひろしま国際大会にも外

国選手を含めて実施している。
2.	 ソフトテニスの指導者育成
平成27年度は8都道府県で実施され、他に履正社医療スポー
ツ専門学校1会場で実施した。何よりもずっと開催出来な
かった日本連盟が直接実施するコーチ養成講習会を埼玉県
連盟に協力いただき埼玉県上尾市で開催したことが大きい。

	 ①	全国小学生・中学生・高校生指導者研修会を大阪アカデミ
アで開催した。ソフトテニスマナーBOOKが完成したので
配布し説明し、代表者選考基準や愛好者増加対策など重要
課題について議論をした。また（公財）日本スポーツ仲裁機
構から講師を招きご講義いただいた。

〔Ⅲ．ソフトテニスの国際振興事業〕
バンコク（タイ）で8月に非オリンピック競技団体23団体で構
成しているAIMSの臨時総会に笠井専務理事と丹崎国際委員
長が参加しソフトテニスのプレゼンテーションを行い他競技
団体役員との交流を図った。
①	JOC国際ミーティングに参加し外務省や文部科学省のNF
への協力体制、協力内容の情報を入手し今後海外展開の資
金支援取得の可能性について検討を行った。
②	用具用品については中々海外へ送る事が難しくなってきて
いる。税関が通らないという事がインドで開催した世界選
手権大会でもおきる状況だった。日本連盟としては日本で
開催あるいは外国で国際大会が開催される時にラケットや
ボールを持ちこんで直接持ち帰ってもらう工夫をした。
③	国際普及親善活動については8支部が補助申請をして活動
していただいた。

（1）	国際大会の開催促進
次回のアジア競技大会が当初、ベトナムで開催予定だっ
たが国自体の経済的な理由で開催出来ないということで
インドネシアに変わったという情報を受け、すぐに東南
アジアソフトテニス連盟会長であるフィリピンの会長と
インドネシアのオリンピック委員会、体育協会を訪問し
依頼してきた。先般開催されたアジア連盟加盟国会議の
場でインドネシアからの報告では正式にソフトテニスは
参加出来ることになったとの報告を受けた所である。早
めにアジア連盟として招致活動に入ったことが功を奏し
たと思う。またインド世界選手権大会時に開催される国
際連盟会議に向けて韓国・中華台北・日本の3国で数回打
合せを行い国際連盟が活発な活動が出来るように役員体
制を強固なものにし、財源確保の提案をするための規約
改定案を作成した。国際連盟会議に提案したが最終的に
は受け入れられる状況ではなくそのままの状態になって
しまっている。日本が会長国であるアジアソフトテニス
連盟の体制強化を図って普及活動を推進しようと考えて
いる。

〔各事業を推進するための組織と財政の強化〕
1.	 暴力行為の根絶について幸いなことに27年度は各支部から申
立委員会を開いたというような報告は来ていない。

2.	 2020年東京オリンピックに向けてソフトテニスアピールの為
の広報活動に映画・漫画等を記載した。

3.	 長期基本計画2012の推進については、4年目の年として記載
した。
〔庶務事項〕については1.評議員会に関する事項、2.理事会に
関する事項、3.業務執行理事会議に関する事項、4.専門委員会
等に関する事項まで会議の開催状況をまとめてある。特に27
年度は理事会においてほとんどの議決事項に「規程の改訂」
が提案されている。公益財団法人として規程の整備を27年度
は積極的に行った。専門委員会は延42回開催した。監査につ
いては公認会計士による監査、内部監査をそれぞれ実施した。

4.	 会員登録に関する事項については、前年度に比べ約2,300名増
になっており順調に推移している。

5.	 分担金に関する事項のうち、維持会費は残念ながら前年に比
べ若干減となってしまった。

6.	 補助金、助成金等に関する事項については、補助金、助成金、
交付金、委託金という区分に分けて記載させていただいた。
今までオリンピック委員会はナショナルチームだけでアン
ダーはスポーツ振興センターの方から助成を受けていたが
27年度からはオリンピック委員会で一括取りまとめてくれ
るようになったので前年に比べ多くなっているという事で
ある。助成金については前年度に比べ増となっておりその中
で多額なものは競技者育成プログラム（STEP-1からSTEP-3）
に対するものである。各支部へ400,000円の補助金のうち以
前は200,000円までを対象にしていたが、今までの実績をみ
て250,000円まで補助対象事業費を上げてもこなせるだろう
という判断から増額を図った所である。それで前年対比増と
なったものである。

7.	 寄附金、協賛金に関する事項については、各メーカーさんよ
り協賛金を多く頂いた。27年度は新規公認として㈱ニューバ
ランスジャパンより、復帰公認として㈱ディアドラジャパン
よりいただいた公認料について公益目的事業の貴重な財源と
して活用させていただいたところである。

8.	 傷害補償制度の給付金については、前年度に比べ18件677,000円
増となった。内容としてはアキレス腱断裂が多くなっている。



会員登録料に関する使途概要（平成27年度）

会員登録料（257,765千円）の使途は主として
1　競技力の向上「競技者育成プログラム」
2　競技性の向上
3　国際性の向上
4　大衆化の促進
5　広報活動の強化
等々の事業拡充のために用いられていますが、その他として、学連・
高体連への還元、会員の傷害補償金および制度運営のための事務費
にも充てられています。
具体的な金額は一般会計や特別会計のなかで従来からの支出科目に
組込まれているため、かならずしも明確な仕訳になっていませんが、
登録料を原資にした補充額は平成27年度は概ね次のとおりでした。

（競技力の向上　65,802千円）
・選手強化費（ナショナルチーム、全日本アンダーチーム合宿、
国際大会派遣）	 ――――――――――――― 19,262千円

・競技者育成プログラム推進費（ステップ1～4、支部強化推進）	
	―――――――――――――――――――― 43,950千円

・指導者養成事業（指導者養成講習会、指導要領作成費）	
	――――――――――――――――――――――335千円

・その他競技力向上費（ドーピング関係費・医科学研究費等）	
	――――――――――――――――――――― 2,255千円

（競技性の向上　37,186千円）
・大会開催地・地域大会への補助、大会表彰	
	―――――――――――――――――――― 24,357千円

・全日本小学生大会・全国小学生大会・都道府県中学生大会	
	―――――――――――――――――――― 12,829千円

（国際性の向上　11,355千円）
・国際大会派遣費	―――――――――――――― 7,245千円
・国際大会振興補助費	―――――――――――――979千円
・国際普及用用具用品購入費	――――――――――808千円
・国際普及指導費（親善大会、大会振興補助、普及指導）	
	――――――――――――――――――――― 2,323千円

（大衆化の促進　78,610千円）
・地域グループ育成費（各支部へ一般登録料の20％還元）	
	―――――――――――――――――――― 11,438千円

・ジュニア育成費（各支部を通じて小・中・高・高専登録料
の還元）	 ―――――――――――――――― 37,646千円

・愛好者増加対策	―――――――――――――― 8,250千円
・ソフトテニス週間、支部中学生大会	―――― 14,260千円
・審判、指導者育成費（小・中・高生指導者研修会）	
	――――――――――――――――――――― 7,016千円

（広報活動の強化　25,513千円）
・テレビ放映関係費（NHK全日本選手権大会の番組製作費）	
	――――――――――――――――――――― 5,985千円

・インターネット関係費（ホームページ管理、システム構築）	
	――――――――――――――――――――― 8,255千円

・大会記録集作成費	――――――――――――― 1,455千円
・会員報作成費	――――――――――――――― 5,167千円
・機関誌関係費	――――――――――――――― 2,064千円
・その他広報活動費	――――――――――――― 2,587千円
（傷害補償給付金等　2,203千円）	――――――― 2,203千円
（その他　37,096千円）
・学連への還元	――――――――――――――― 1,957千円
・高体連への還元	―――――――――――――― 4,501千円
・中体連への還元	―――――――――――――――450千円
・会員登録事務費	――――――――――――― 26,221千円
・事務所管理費等	―――――――――――――― 3,967千円

合　計―――――――――――――――――― 257,765千円

正味財産増減計算書（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）
単位：円

科　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ	一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
	 （1）経常収益
	 	 基本財産運用収入 2,149,406 1,467,520 681,886
	 	 会費収入 301,675,000 300,503,500 1,171,500
	 	 事業収入 164,099,453 159,047,504 5,051,949
	 	 補助金等収入 85,355,280 72,684,210 12,671,070
	 	 協賛金寄付金収入 45,150,000 32,750,000 12,400,000
	 	 雑収入 5,094,617 7,453,484 △	2,358,867
	 	 経常収益計 603,523,756 573,906,218 29,617,538
	 （2）経常費用
	 	 事業費 211,294,987 227,388,261 △	16,093,274
	 	 管理費 118,803,517 116,433,605 2,369,912
	 	 加盟費 1,080,315 1,034,750 45,565
	 	 競技力向上費 158,736,430 157,336,463 1,399,967
	 	 指導者育成事業費 6,985,210 9,322,958 △	2,337,748
	 	 大会開催等関係費 24,081,643 18,113,903 5,967,740
	 	 スポーツマスターズ参加支援費 3,227,000 3,025,272 201,728
	 	 減価償却費 1,628,202 1,628,204 △	2
	 	 経常費用計 525,837,304 534,283,416 △	8,446,112
	 	 評価損益等調整前当期経常増減額 77,686,452 39,622,802 38,063,650
	 	 基本財産評価損益等 27,789,528 5,862,138 21,927,390
	 	 特定資産評価損益等 69,010 306,000 △	236,990
	 	 投資有価証券評価損益等 △	14,680 △	195,490 180,810
	 	 評価損益等　計 27,843,858 5,972,648 21,871,210
	 	 	 当期経常増減額 105,530,310 45,595,450 59,934,860
２．経常外増減の部 0 0 0

	 （1）経常外収益 0 0 0
	 	 経常外収益計 0 0 0
	 （2）経常外費用 0 0 0
	 	 経常外費用計 0 0 0
	 	 	 当期経常外増減額 0 0 0
	 	 	 当期一般正味財産増減額 105,530,310 45,595,450 59,934,860
	 	 	 一般正味財産期首残高 507,951,095 462,355,645 45,595,450
	 	 	 一般正味財産期末残高 613,481,405 507,951,095 105,530,310
Ⅱ	指定正味財産増減の部 0 0 0
	 	 	 当期指定正味財産増減額 0 0 0
	 	 	 指定正味財産期首残高 0 0 0
	 	 	 指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ	正味財産期末残高 613,481,405 507,951,095 105,530,310

平成27年度会員傷害補償制度事故実績
本連盟独自の傷害制度の27年度給付状況と主な傷害内容は次のとおりでした。

事 故 件 数 52件 支 給 給 付 金 2,164,000円
（単位：件）

傷害の内容 一般 大学生 高　専 高校生 中学生 小学生 計
アキレス腱断裂 15 15
骨 折 8 1 1 1 11
靭 帯 損 傷 6 1 3 10
肉 離 れ 6 6
そ の 他 6 1 2 9
死 亡 1 1

計 42 1 2 4 3 52
充分なウォーミングアップで事故を防止し、ソフトテニスを楽しんでください。
万一傷害に合われた場合は、本連盟にお問合わせください。
なお、補償内容・給付金請求の手続きについては日本ソフトテニス連盟ホームペー
ジの「傷害補償制度」に記載されております。

競技力の向上
（25.5%） 競技性の向上

（14.4%）

その他
（14.4%）傷害補償制度

（0.9%）

広報活動の強化
 （9.9%） 大衆化の促進

（30.5%）

国際性の向上
（4.4%）

第71回天皇賜杯・皇后賜杯 
全日本ソフトテニス選手権大会

10月29日（土） NHK Eテレ 15：00～16：30
 ※放送予定は変更になる場合があります。



会員登録者の実績
（数値：人数）

種別 指導者 一般 小学生 中学生 高校生 高専 大学生 合計
平成27年度 10,572 46,683 19,412 288,530 84,365 1,023 7,690 458,275
平成26年度 9,963 47,230 17,566 289,506 82,964 1,056 7,669 455,954
平成25年度 9,268 48,324 17,260 286,326 81,402 1,037 7,610 451,227
平成24年度 8,751 49,279 17,174 284,478 82,510 1,005 7,800 450,997
平成23年度 7,771 50,221 17,298 284,886 81,730 918 8,076 450,900
平成22年度 6,885 51,525 18,083 285,617 83,555 950 8,492 455,107
平成21年度 5,482 51,214 17,986 291,640 85,841 846 8,499 461,508
平成20年度 3,291 51,436 17,408 279,203 87,243 810 8,288 447,679
平成19年度 0 54,239 17,415 269,939 91,165 385 7,543 440,686

（注）平成20年度より指導者区分を設置。

平成27年度　会員登録数

No 支部名
指導者 一　般 小学生 中学生 高校生 高　専 大学生 合　計
会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数

1 北 海 道 258 176 2,212 38 591 270 8,106 148 3,398 5 96 0 9 637 14,670 
2 青　 森 291 49 505 17 270 101 3,793 44 923 1 4 1 12 213 5,798 
3 岩　 手 339 59 1,072 30 433 130 4,324 69 1,851 1 26 0 16 289 8,061 
4 宮　 城 118 73 855 21 525 169 5,140 77 2,457 2 38 1 19 343 9,152 
5 秋　 田 235 36 518 15 353 75 2,449 42 1,051 1 10 0 2 169 4,618 
6 山　 形 173 39 540 19 475 70 3,054 43 1,280 1 8 0 0 172 5,530 
7 福　 島 407 70 683 27 631 153 6,968 73 1,700 1 42 0 4 324 10,435 
8 茨　 城 435 70 854 23 689 199 9,594 81 2,255 0 0 0 1 373 13,828 
9 栃　 木 35 37 770 19 412 124 5,507 51 1,302 0 20 0 25 231 8,071 
10 群　 馬 156 46 963 21 744 150 7,141 50 1,284 1 11 0 5 268 10,304 
11 埼　 玉 222 208 3,859 34 1,150 371 19,333 129 4,433 0 7 0 168 742 29,172 
12 千　 葉 747 115 1,848 21 517 336 17,703 117 3,293 1 4 0 19 590 24,131 
13 東　 京 192 134 2,950 25 434 237 7,497 178 4,531 1 10 0 110 575 15,724 
14 神 奈 川 566 97 1,106 14 425 357 20,695 127 2,995 0 0 0 14 595 25,801 
15 山　 梨 59 48 538 15 369 48 1,034 31 892 0 0 0 15 142 2,907 
16 新　 潟 221 55 839 24 511 159 5,142 65 1,390 1 22 0 4 304 8,129 
17 長　 野 158 35 1,375 19 470 121 4,787 72 1,547 1 13 0 7 248 8,357 
18 富　 山 120 23 380 17 410 59 2,411 28 852 0 0 0 1 127 4,174 
19 石　 川 73 47 634 22 437 69 3,657 37 1,150 2 14 1 43 178 6,008 
20 福　 井 44 36 393 5 190 39 1,435 16 583 1 4 0 6 97 2,655 
21 静　 岡 646 132 1,532 27 854 315 14,028 81 1,568 1 17 1 23 557 18,668 
22 愛　 知 251 174 3,063 21 740 347 19,505 143 5,925 0 33 0 41 685 29,558 
23 三　 重 97 48 616 15 388 148 6,790 48 1,339 1 11 0 14 260 9,255 
24 岐　 阜 57 59 875 29 675 260 7,052 50 1,870 0 13 0 16 398 10,558 
25 滋　 賀 89 32 515 12 445 73 1,008 40 1,589 0 0 0 15 157 3,661 
26 京　 都 120 83 806 15 430 115 3,786 54 1,523 0 0 0 1 267 6,666 
27 大　 阪 279 93 1,664 12 255 298 10,688 186 3,228 0 0 0 2 589 16,116 
28 兵　 庫 234 78 1,427 18 328 304 16,800 146 4,982 2 39 0 2 548 23,812 
29 奈　 良 138 36 917 9 166 67 2,939 27 988 0 0 0 1 139 5,149 
30 和 歌 山 145 53 692 16 296 111 3,712 30 888 1 31 0 0 211 5,764 
31 鳥　 取 85 35 411 12 171 35 1,271 23 481 1 9 0 0 106 2,428 
32 島　 根 88 48 389 12 304 49 1,841 39 858 1 2 0 0 149 3,482 
33 岡　 山 158 64 623 12 246 140 6,270 67 2,038 1 34 0 0 284 9,369 
34 広　 島 210 115 1,325 14 248 138 5,413 99 2,778 2 63 1 55 369 10,092 
35 山　 口 164 69 1,210 10 378 109 4,806 52 1,730 3 69 1 28 244 8,385 
36 徳　 島 153 22 313 8 142 100 2,398 26 504 1 30 0 2 157 3,542 
37 香　 川 45 30 380 10 282 46 2,339 30 745 2 9 0 1 118 3,801 
38 愛　 媛 153 34 608 13 293 129 4,252 64 1,367 1 64 0 0 241 6,737 
39 高　 知 50 25 325 13 175 36 1,084 23 440 1 9 0 6 98 2,089 
40 福　 岡 541 82 1,062 17 393 191 7,384 143 2,812 4 78 0 73 437 12,343 
41 佐　 賀 224 22 346 14 332 74 3,074 39 904 0 0 0 1 149 4,881 
42 長　 崎 432 56 895 16 305 148 4,878 102 1,964 2 34 0 62 324 8,570 
43 熊　 本 456 68 918 18 371 147 5,102 59 1,518 2 47 1 4 295 8,416 
44 大　 分 193 58 600 9 163 99 2,620 27 642 0 24 0 42 193 4,284 
45 宮　 崎 307 54 533 23 472 160 3,474 37 878 1 22 0 1 275 5,687 
46 鹿 児 島 327 110 1,074 38 406 188 5,066 76 1,286 2 36 1 3 415 8,198 
47 沖　 縄 80 42 670 11 118 47 1,180 29 350 0 0 0 27 129 2,425 
48 日本学連 1 1 0 0 0 0 0 0 3 0 20 430 6,790 431 6,814 

合　計 10,572 3,176 46,683 850 19,412 7,111 288,530 3,218 84,365 49 1,023 438 7,690 14,842 458,275 
昨年度 9,963 3,179 47,230 819 17,566 7,137 289,506 3,234 82,964 46 1,056 447 7,669 14,862 455,954 

（平成28年3月31日現在）


